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◎ 8時 30分福山駅北口発一一一◇10時小笹丸城跡 (美星町黒忠)

◇ 11時 10分豊山八幡神社=一一◇ 11時 30分八 日

12時 15分中世夢が原 (昼食)・ 2時 15分同

2時 30分蔵光三村氏館跡 (美星町星田)

◇ 3時法雲山城跡 (同 )       ◎ 5時福山駅着解散予定

美星町章

美

星

町
　

面
積
菫

〓

三
平
方
キ
ロ

部
の
北
部
に
位
置
す
る
。
北
は
川
上
部
成
羽
町

・
高
梁
市
、
東

は
総
社
市
、
東
と
南
は
矢
掛
町
、
南
は
井
原
市
、
西
は
後
月
部
芳

井
町

・
川
上
部
川
上
町
と
接
す
る
。
吉
備
高
原
南
端
の
標
高
約
二

〇
〇
―
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
開
け
る
。
い
ず
れ
も
高
梁

川
水
系
に
属
す
る
小
田
川
支
流
の
美
山
川

・
大
倉
川
、
成
羽
川
支

流
の
日
名
川
な
ど
の
上
流
地
域
に
あ
た
る
。
黒
木
か
ら
産
す
る
貝

殻
石
灰
石
は
、
県
南
古
墳
の
石
棺
に
使
わ
れ
て
い
る
。
近
世
、
幕

府
領

・
藩
領

・
旗
本
領
が
錯
綜
、
各
村
こ
と
の
領
主
も
目
ま
ぐ
る

し
く
変
遷
し
、
山
間
地
で
あ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
山
論

・
水
論

な
ど
も
多
く
み
ら
れ
た
。
明
治
二
二
年
二
人
八
九
）町
村
制
施
行
に

は
卿
』
郵
［
綽
）
］
［

二 ．
九 宇ぅ
年 戸こ
「
が
痢
』
″
罐
詢
［
聾
鰤
」
に
時

里
村
（明
治
二
二
年
明
治
村
・
黒
忠
村
が
合
併
）が
合
併
、
美
星
町
が
誕

生
し
た
。
主
産
業
は
農
業
。
近
年
、
畜
産
（養
豚
・
肉
用
牛
Ｔ

酪

農

。
葉
煙
草

・
野
菜

・
花
丼

・
桃

・
茶
な
ど
を
重
点
に
、
県
南

・

備
後
の
工
業
地
帯
後
背
地
と
し
て
の
特
性
を
生
か
す
、
都
市
近
郊

型
農
業
地
域
を
め
ざ
し
発
展
し
て
い
る
。
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小規模 ながら,本丸,二の九,三の丸 と,

ちようどクリスマスケーキのように彫 りの

鋭い典型的中世後期の城砦。井戸,土塁跡 ,

掘割 り・高揚 などを残 した平山城型。

慶長 19年 廃城 になったと伝 えられてい

る。城址の山麓に近世になって「竹野井常

陸守氏高公,平等院殿威覚永長大居士尊位」

の供養塔が建立 されてお り,平等寺には,

同名の位牌がある。

(2)
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豊 山宇佐 八幡神社 (宮 ノ峠 )・

小笹丸城主であった竹井光高が字佐八幡

の加護 を得て戦に勝利 をおさめたことから

勧請 した。黒忠地区全域 を氏子 としている。

当社の秋祭は「オ トグンチマ ック」
‐
と呼ば

れ,神主は,創立以来代々神崎,宮田氏 ,

後に再び神崎氏 に姓 を改めた。

八 日の三 斉市

八日市は小田,後月,川上の三郡の境界

にあり,中世からの定期市,つ まり, 8,

18,28日 の月 3回 ,催される市で,井原市

の七日市,川上町の小谷市,高山市などと

共に海の幸,山 の幸の交易場となっていたご

長泉寺縁起によると,九鳥左衛門尉景定が

城を構えていたが,貞治元年 (1362),寺に

なったといわれる。なお,長泉寺前の法華

題目自然石は大覚大僧正の追善供養塔とみ

られ,近世の建立であるが,イ ボとりのご

利益でも信仰されていた。 ..

八 日市 の 宝 饉 印塔 (上町 )

請花 と九輪の先端の宝珠が失われている

が,比較的大型であ り,ま た,その形から

も鎌倉期の作とみられる。また,岩質はこ

の地域の宝饉印塔,五輪塔が石灰岩である

中で稀にも花尚岩で しかも粗形のま ヽであ

ることなど,謎のある石塔である。

領主九鳥氏 との係わ りがあるかも知れな

いが,日 蓮宗長泉寺の創立以前の建立 とみ

られる。なお,端 には,大師堂があったが ,

これも八 日市開 間 の元口といわれてきた

ものであるが,すでに廃毀 された。

(3)



のろ

鷲1首 な し地蔵 (上町 )

昭和50年 に発掘 され,「長寿の首なし地

蔵」「進学地蔵」と言い伝えられ,献花 と

香煙がたえない。

ヽ

荘 。郷 。三 斎 市 の 想 定 地 図

く

首
な
し
地
蔵

広
島

県

ヽ

ヽ
ヽ
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ヽ
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みむらし 三村氏

中世備中国の有力武士。三村氏の祖は,承久の乱 (12

21年)の後,新補地頭として備中国に入部 した東国武士

とみられる。前任地は信濃国筑摩郡洗馬郷 (現長野県東

筑摩郡朝日村西洗馬)と 伝えられ,現在の小田郡美星町

星田・三山,あるいは川上郡川上町三沢あたりに補任さ

れたと思われる。元弘の乱 (1331年 )では後醍醐天皇に

味方し、続く南北朝時代にも
°三村左京亮

°は南朝方とし

て成羽庄を領 し,水内北庄に侵入,° 三村信濃守
°は天竜

寺領になった成羽庄の奪回運動をくり返 した。永正～天

文年間 (1504～ 1555)に入ってからの三村氏は水内北庄 _

への侵入,「 三村左衛門大輔・の荏原庄領有など備中国内

の有力国人に台頭 した。さらに成羽の鶴首城を本拠地と

する三村家親の代に入って毛利氏に属 し,備中松山城を

奪って荘氏に代わり備中中部を牛耳る勢力となった。そ

の後も家親は毛利氏の支援を得て備前,美作に攻め入り1

たびたび宇喜多直家と対決 したが,1566年 (永禄 9)家

親が美作の興禅寺 (現久米郡久米南町下粗)で直家に暗

殺され,さ らにその子元親が翌年明禅寺合戦で直家に敗

れてからは勢力が衰え,ついには毛利氏が宇喜多氏と結

んだことから元親は1575年 (天正 3)毛利氏を離れて織

田氏と結ぼうとしたため,毛利・宇喜多の連合軍に攻め

られ松山城も落ちて滅亡 した。元親の毛利離反に
晏
対 し―

た元親の叔父親成はその後も毛利氏に味方 して家禄を得

たが,関ケ原の役後毛利氏が削封されてからは禄を失ぅ
三村氏系図

朧国満圧村時…
礁驀嘉笙I:[嘉輛

…
磁豪1,1

(農場屋栞庄)

元祐
(猿 11卜 域主 )

元親一一一一勝法師丸
(松 山城主 )

海 山城主上野隆徳の妻 )

女

(差岩崎羨褒お璽)

実親
(鬼 身城主 )

組成一一一一親宣
(成 羽城主 )(夕 )



一 三村 氏「城 の内」 (蔵光 )

星田の蔵光には「城の内」 と呼ぶ2～ 30

アールの台地があ り,周辺 には堀の跡 も

残っている典型的な中世豪族屋敷跡であ

る。これは,金黒山城を砦とした三村氏の

居館跡といわれている。周辺には,古い五

輪塔や宝医印塔もある。 F_  ,

数
多
く
、
町
内
各
地
に
所
在
す
る
五
輪
塔
な
ど
は
、
別
表
に
し
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
標
し
た
番
号
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
遺
跡
番
号
と
し
て
、
分
布
図
や
、
写
真
に
記
し
た
番
号
と

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
輪
塔
を

一
応
形
で

分
類
し
た
が
、
そ
の
大
略
の
類
別
は
左
の
模
式
図
に
示
し
た
。
分
布
図
の
上
で
は
煩
雑
と
な
る
た
め
、
Ａ
と
Ｂ
型

と
は
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
●
標
で
示
し
た
。

ま
た

こ
の
両
者
は
、
正
確
に
は
分
れ
難
い
も
の
で
．も
あ
る
。
Ａ
型

は
鎌
倉
末
頃
か
ら
、
Ｂ
型
は

●

室
町
中
頃
に
中
心
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
Ｃ
型
は
分

布
図
で
は
▲
で
示
し
た
「
こ

の
型
式
は
五
輸
が
形
を
変
え

て
、
九
い
は
ず
の
水
輪
が
退

化
し
て
し
ま
い
方
形
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
型
の
も
の
は

室
町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
ご

ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
形
の
も
の
の
所
在

の
仕
方
は
町
内
で
も
注
目
さ

れ
る
。

９

競

□

“

Ｏ

“６

耗
□

墓

合合∩Ｗ
Ｏ
翻〇
一〇
［

C ▲

五 輪 塔 模 式 分 類 図
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金 黒 山城 址 (頼光 )

備中の戦国大名三村氏の故地は星田の蔵

光 といわれるが,そ の砦が金黒山城である。

俗に頼光谷の城山という。東に星田川,西
に天田川が流れる位置に要害 を築 き,地な

らし,堀割,井戸などを設けた遺構があ り,

中世前期の山城型である。この城址の北隣

の山地から16世紀中期 までの中国の古銭が

360余 り発見 されているの も意味深い。 ま

た,金黒山と蔵光とのほ ゞ中ほどには,「

刀洗いの池」がある。戦いの後で,刀 を洗 っ

たと伝えられるが,黒岩池の上手にある古

い成立起源の池には違いない。
′~

静

炒
=´

讐
う



中興 寺 と法 雲 山城 址 (平)

曹洞宗法雲山中興寺は鶴見の総持寺 を本
山として,井原市東江原の法泉寺末寺 とし
て,文亀 3(1503)年正月,梵機和尚の開山
に始 まるといわれる。当時,三村氏 は石清
水八幡宮領水内北庄 (現在の高梁市水内)に
乱入 したりして勢力 を延ばしてぉ り,荏原
庄の伊勢氏 と対決 してぃた時期 と思われ ,

rの出城 として法雲山城が築かれ,中興寺
その館 を兼ねて創建 されたとみられる。

尼 ヵ城,栗山城 も一連のものであ り,共に,

中世後期の平山城型である。

法雲山城は天正 2(1574)年 ごろには,三
村左衛門大夫為親が居城 し,ゃがて,一族
と共に没落 し,城 も廃墟 に化 したとみられ
る。城址 には五輪塔,宝鐘印塔 などが散見
される。
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みむらいえちか 三村家親

?～ 156602・ 5(?～永禄 9)戦国時代の備中松山

城主。三村宗親の嫡子として生まれる。父の遺領をつ

ぎ,毛利氏の支援をうけ勢力をしだいにひろげ,1533年

(天文 2)成羽に侵入。1553年 (天文22)猿掛城主荘為

資,1561年 (永禄 4)には,備中国の中′らヽ地松山城主荘

高資を破り,本拠を成羽から松山城に移 した。家親は当

時尼子氏の勢力下にあった備中全土を攻略し,美作,備

前へも進出しようとし,備前の宇喜多直家と争うことに

なった。1563年 (永禄 6)家親は兵を備前に進め,一挙

に船山城 (岡山市牧石)を攻略 し,宇喜多勢の西進をは

ばんだ。さらに1565年 (永禄 8)5月 ,北に転 じて,兵
を美作路に派 し,作東地方の三星城 (現英田郡美作町)

を攻めたが,攻略することができず,翌年の春,再び作

州に攻めこみ,宇喜多氏の諸城を攻め落としていった

が,直家により美作の興禅寺 (久米郡久米南町下粗)で
暗殺された。現在家親の墓は・頼久寺

°
(高梁市頼久寺町)

にある。

みむらちかな り 三村親成

生没年未詳.`戦国時代の武将,成羽城主。三村宗親の

二男,家親の弟。初め孫兵衛のち越前守と称す。家親の

子元親が備中松山城に移って後,成羽 (鶴首)城主とな

る。家親の死後,織田信長と結び毛利,宇喜多と戦おう

とする元親と対立,嫡子親宣とともに安芸に走り毛利を

頼る。1575年 (天正 3)松山落城,元親自害の後に再び

成羽城主となる。毛利の庭下として播州上月の役,高松

城水攻めに従軍,ついで秀吉の四国:九州征伐:朝鮮の

役に従軍する。関ケ原の役後流浪の身となったが,かつ

て世話した水野六左衛門が備後福山城主となると知行10

00石をもって迎えられた。

(9)



みむらもとちか 三村元親

?～1575・ 602(?～ 天正 3)戦国時代の備中松山

城主。三村家親の二男。1566年 (永禄 9)家親が美作の

興禅寺で宇喜多直家に暗殺され,備中松山城主となる。

翌年,叔父の成羽城主三村親成の反対を押 し切り, 2万

の軍をもって備前に侵入,宇喜多直家と明禅寺城 (岡山

市沢田)付近で戦ったが大敗 して備中松山に逃げ帰っ

た。この合戦を世に く明禅寺合戦′とも く明禅寺崩れ〉

ともいう。その後,元親は毛利氏が宇喜多氏と結んだた

一め毛利氏から離反 し織田信長と結び宇喜多氏に対処 し

た。しかし,成羽城主三村親成はこの織田氏との同盟に

反対 し,元親の報復をおそれ毛利氏のもとに走ったた

め,小早川隆景はただちに全毛利η
`を

率いて備中に侵

入,元親配下の諸城は次々に落とされ,1575年 (天正

3)5月 ,ついに元親の本拠松山城 も攻められ落城 し

た。元親は再起を期 していったんは城を抜け出したが,

松連寺で辞世 〈人といふ名をかるほどや末の露消えてそ

かえるもとの雫に〉を残 して自害 した。
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戦国時代の三村氏方城砦跡 参考文献「岡山城と城址」ほか
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允
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同
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右
京
亮
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三
村
左
馬
允

三
村
官
内
少
輔
元
範

上
田
孫
次
郎
実
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川
西
三
郎
左
右
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門
之
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三
村
民
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中
村
掃
部
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伊
達
官
内
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輔

石
川
孫
左
衛
門
久
式
の
城
代
友
野
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弥
屋
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左
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允
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新
山
玄
蓄

毛
利
氏
時
代
の
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主
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正
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年
暮
ご
ろ
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代
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野
五
郎
右
衛
門
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桂
民
部
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輔

毛
利
治
部
大
輔
元
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吉
川
駿
河
守
元
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の
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星 の 九 城 。地 下 ホ ー ル

美
ユ
町
の
島
北
椰
、
人
字
二
恙
戎
手

―こ
あ
る

・―．
せ
た
広
址
籠

滉
棋
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
、
丼
′
ゃ
贅
壕
て
嶽
に
式
者
に
し
な
ど

が
戌
さ
れ
て
お
り
清
致
な
知
ェ
が
ほ
ど
こ
さ
熱
て
い
る
。

な
よ

一
九
■

井
■

口
）
年
に
ュ

っ
て
４
表
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

逹
藤
周
作
人
の
■
梶
「
ム
逹
」
の

の
舞
名
で
も
ぁ
る
。

■

の
九
戒

に
は
地
下
ホ
ー
ル

が
あ

り
、

マ
ル
テ
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
迪
力

ぁ
る
映
像
を
体

験
で
き
る
。
独
特

な
■
呼

と

空
間

の
な
か
で
二
こ

の
人
に

が
勁

き
だ
す
。
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星の郷によび 饒
る 中世のむら
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領主変遷一覧表  ただし,余白は天領,ま たは不明の個所。 ( )内の姓は代

官。各領主の着任の年号を基準として統治期間としているか

ら,離任は次領主の着任年までとする

量
忠水名 黒萩

:九
名

,戸
谷
,頭

宇戸
蔵贅〕

星田 黒木 水砂 大倉 三山
L                        .     地属方 "り ■1

年代 (西暦)

? ? 毛利元清 ? 天正3,(1575)ご ′

■■5 (:100)

● 7 (1●2)

日 , (1“
`)

日 ‖  (1606)

Li 12(1607)

Iヨ 13(1“ )

‖ :`(10)

H :0(1611)

同 17 {1612)

澤●1{:`:5)

元櫃3 (1617〕

■組S(16■ )

日 16(:`30)

日 13 (1611)

日 ll(1“ 3)

,Io l (:653)

■■8 116● )

こ宝3 {l`76)

天●3 {:“3)

元■6 (■
'3)

日 :0{1"〕

日 1, (:")

罠 lS(1観 )

事彙:` (:7")

日 :' (1734)

元文S (1'0)

文■6 (10")

日 10 (1027)

■●
` (1●

)

舅治1 (日 )S'

同 2(1")

日 ` {13■ )

ド 0 (13'l)::'

同 S (1372)5,

14 3 (■ 75｀ 12'

(■:官 小 堀 新 助 )

Ｌ
旨

降

中

糟

谷

？

岡

花
　
　
房

棒

山 崎 池

　

田

本

毛

利

池

　
田

花

　

房

天●tt口所■

水

谷 曖

山
　
　
崎

(1● :I)

円霧饗
(米 會 ) 米

') (

匿
一戸
　
川

□

布

賀

水

谷

松 平 松  平

板

　

倉

本 庄 板

　

倉

本 庄

太  田 大  田

板
　
倉

板
　
倉

一
橋

板

倉

一調

一
橋

一
橋

-6月 命嗽 1 倉 敷 県

,颯嘴

倉

敷

県
友 羽 澤 倉敷暉 庭 瀬 藩 庭瀬藩

或 羽 岬 庭 瀬 県 庭 瀬 県

深 津 県

/1ヽ 田 県  (旧 小田部は第 1大 区・18"|_L部 は第9大区

岡 山 賜ミ (旧小田椰求第D区務所 ,旧 川上部●第15,研所

(出典)「美星町史」「星のさと百景め ぐり」「岡山県大百科」「岡山県の地名」

(協力)美星町教育委員会
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